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１ 平成２４年度重点目標の取組状況及び評価について

重 点 目 標 取 組 状 況 達 成 状 況 評 価

運営方針１ １ 平成２５年度入学試験実施状況と合格者数 ・推薦、一般入試の合 【自己評価】
「活気あふれる学園づ （１）推薦入試と一般入試 格者は３３名で目標の
くり」 実施日 受験者数 合格者数 ５０名以上を大幅に割 １ 目標を完全に達成

推薦入試 １０／３１ ２８名（６名） ２７名（６名） り込む
〔１〕基礎学力を持っ 一般入試 １２／４ ８名（２名） ６名（１名） 農業系高校３５名以 ２ 目標をほぼ達成
た入学生の確保 計 ３６名（８名） ３３名（７名） 上の目標も４８．６％ （８０％以上）

（ ）内は女子 と少なく、定員確保は
厳しい状況である ３ 目標を未達成

入学者数５０人台の 過去５年間の受験者数と入学者数 二次募集で４０名以 （５０～８０％）
維持と定着を図るた 年度 H20 H21 H22 H23 H24 上を確保するために、 ４ 目標を著しく未達成
め、農業系高校から３ 受験者数 ３１名 ３９名 ５３名 ５０名 ５８名 募集の周知強化を図っ
５名以上の入学生の確 入学者数 ２９名 ３５名 ４９名 ４６名 ５３名 ている （５０％以下）
保

（２）推薦入学試験に学力試験「数学Ⅰ」を導入して実施

（３）二次募集を実施
募集期間 平成２５年２月２０日（水）～３月１５日（金） 【委員会評価】
試 験 日 平成２５年３月２１日（木）

１ 目標を完全に達成
２ 出前農大「先輩や教授陣が農大を語る会」を農業系高校８校で開催

２ 目標をほぼ達成
３ オープンキャンパスへの参加者の拡大 （８０％以上）

第１回目（6/23)３０名、第２回目（7/27）１３名 計４３名（昨年５６名） ３ 目標を未達成
（５０～８０％）

４ 同窓会組織の活性化（県下支部事務局の配置） ４ 目標を著しく未達成
平成２４年度～１２支部中６支部において事務局長を配置 （５０％以下）

５ 高校訪問の強化
・第１回目（5/下～ 6/中）公立３７校、私立９校、新たに通信制高校４校を訪問
・第２回目（8/下～ 9/上）公立４１校、私立１２校
・第３回目（1/下～ 2/上）公立４１校、私立１２校、通信制高校４校

６ 広報活動の強化
・農大出前販売３回実施、新聞掲載記事２４回、ＮＯＳＡＩ情報掲載、ＣＡ
ＴＶへの取材の要請、ＯＢＳ放送２回、視察研修受入、体験学習受入等）
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重 点 目 標 取 組 状 況 達 成 状 況 評 価

運営方針２ １ 時代の要請等に対応した教育科目の抜本的見直し（新設・統廃合） ・７回の検討委員会を 【自己評価】
「質の高い教育の提供」 ①農業法人就職、経営者感覚育成や６次産業化等に対応した科目新設 行い、農業の高度化、

②ゆとりあるカリキュラムの編成（単位数及び時間数の削減） 多様化等に対応できる １ 目標を完全に達成
〔２〕農業法人等の期 現行：118 単位（2,475 時間） 103 単位（2,160 時間） 人材を育成するための
待に応えられる学生の ③入学後１ヶ月以内に限り学科・コース変更を認める 教育内容を再構築する ２ 目標をほぼ達成
育成 ④卒業認定単位数の緩和と厳格な運用 とともに、授業力の向 （８０％以上）

卒業：103 単位中 95 単位 進級（２年次）：55 単位中 49~51 単位 上を図った ３ 目標を未達成
⑤海外研修の在り方を検討 （５０～８０％）

今後は、この内容を ４ 目標を著しく未達成
２ 数学力の向上 着実に実施し、教育の （５０％以下）

・基礎数学（１年次：２０名）、農業数学（１・２年希望者：２９名） 再生を目指す
年度初めの確認テストにより選考して実施

・来年度からさらに充実するため、基礎数学の専門講師を配置する

３ 教職員間の互見授業や研究授業の実施（授業力の向上）
・校内研究授業（7/2) 三重総合高校への授業参観(10/下旬） 【委員評価】
・教育センター研修への聴講実施（9/19、10/9）
・「カウンセリング手法研修会」講師：別府大学教授（指導職員対象：6/28） １ 目標を完全に達成
・「カウンセリング個別面談」（学生と指導職員対象：2/18）

２ 目標をほぼ達成
４ ＪＧＡＰ導入を目指した農場管理の実践 （８０％以上）

・指導員２名の養成（ＪＧＡＰ基礎研修受講） ３ 目標を未達成
・「ＧＡＰ研修会」学生、職員全員参加（9/7） （５０～８０％）
・「農業生産工程管理手法」による野菜コース圃場でのモデル実践 ４ 目標を著しく未達成
・ＪＧＡＰ「管理点と適合基準」を参考に、学生主体で改善案を検討・実施 （５０％以下）

５ 日本農業技術検定の合格者の向上（２級１０名以上目標）
・第１回（7/21）第２回（12/15）に受験
・結果 受験者数（延べ） ３級２１名 ２級７１名 １級１０名 ２級以上

合格者数（延べ） ３級１１名 ２級 ９名 １級 １名 １０名

６ 経営者感覚育成講座のシリーズ化を行い、実効性のある講座として開催
・第１回（4/26）・第２回（6/21）・第３回（9/27）・第４回（11/15）
・第５回（11/26）・第６回（1/25）
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重 点 目 標 取 組 状 況 達 成 状 況 評 価

運営方針３ １ 進路状況 ・未内定者１名は、法 【自己評価】
「新規就農者の確保」 （１）内定状況（対象学生４１名） 人への就職活動中であ

（H25 年 2 月 22 日現在） り、全員の進路が決定 １ 目標を完全に達成
〔３〕全学生の進路決 する見込みである
定と就農率７０％以上 農 農 農 農 農 公 一 進 未 内定率 ２ 目標をほぼ達成
の確保 業 業 業 業 業 務 般 計 ９７．６％ ・就農率は８２．９％ （８０％以上）

自 法 研 団 企関 員 企 学 定 就農率 でこれまでで最も高く ３ 目標を未達成
①営 ②人 ③修 体 業連 業 （①＋②＋③／計） 目標を上回った。最終 （５０～８０％）

８２．９％ 的には、３５名が就農 ４ 目標を著しく未達成
７ ２５ ２ ２ １ １ ２ ０ １ ４１ （ 85.4%）する見込み （５０％以下）

である

（２）過去５年間の就農率（％）：（①＋②＋③／計）

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 【委員評価】
就農率 42.6 38.2 50.0 70.0 70.2
就農人数 ２０ １３ １７ ２８ ３３ １ 目標を完全に達成

２ 目標をほぼ達成
２ 農業法人就職者の定着指導（Ｈ２１～Ｈ２３卒業生対象） （８０％以上）

①訪問状況（指導職員による訪問） ３ 目標を未達成
訪問農業法人数：２９／３２（訪問率９０．６％） （５０～８０％）

②定着卒業生数：３１（Ｈ２３離職者６名）／４９ ＝ 定着率６３．２％ ４ 目標を著しく未達成
③農業法人の主な意見（多くの法人から評価を得た中で、農大生に求める主な意見） （５０％以下）
・即戦力は期待していないが、農業への思いや根性がないと続かない
・農具や基本的農業機械など最低限の作業ができるように
・最低限の学力は必要（少なくとも中学レベル）
・偏食や時間にルーズなのは駄目

３ 農業法人との就職相談会を開催する
・開催日：平成２４年７月６日
・参加等法人数：３０法人（Ｈ２３：２９法人）
・学生等の農業法人訪問：２９法人
・体験参加学生及び研修生：延べ７４名（実数２６名）

４ 農業法人との連携協定の推進（最低１法人）
・現在、２法人に打診中。（事業採算計画が不透明な点があり、今後の前向きな

回答を期待している）


